
開
創
四
〇
〇
年
記
念
大
事
業

晧
臺
寺

本
堂
「
屋
根
瓦
ご
志
納
」
の
ご
案
内

残
暑
の
候
、
皆
様
に
は
コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ
て
御
自
重
に
て

お
過
ご
し
の
こ
と
と
存
じ
上
げ
ま
す
。

昨
年
四
月
発
足
し
た
当
山
諸
堂
再
建
事
業
は
、
本
年
初

め
に
解
体
工
事
を
終
え
、
六
月
十
六
日
に
地
鎮
・
起
工
式

を
営
み
、
只
今
は
地
盤
改
良
工
事
中
で
あ
り
ま
す
。

工
事
概
要
は
皆
様
方
に
勧
募
を
お
願
い
し
た
、
本
堂
・

僧
堂
と
別
途
の
本
堂
地
下
納
骨
堂
と
園
舎
で
あ
り
ま
す
。

来
年
七
月
上
旬
に
は
本
堂
上
棟
式
の
運
び
と
な
り
ま
す
。
皆
様
の
ご
支
援
の
賜

と
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
本
堂
屋
根
は
本
瓦
葺
き
で
、
屋
根
瓦
は
合
計
七
．
五
〇
〇
枚
以
上
と

な
り
ま
す
。
こ
の
度
の
当
寺
開
創
四
〇
〇
年
記
念
事
業
に
、
檀
信
徒
の
み
な
ら

ず
、
お
一
人
で
も
多
く
の
有
志
の
方
々
に
、
本
堂
屋
根
瓦
ご
志
納
に
ご
縁
を
結

ん
で
頂
き
た
く
ご
案
内
を
い
た
し
ま
す
。

屋
根
瓦
を
御
寄
進
の
方
に
は
、
新
調
す
る
瓦
の
裏
に
お
名
前
を
記
し
、
ご
志

納
台
帳
に
記
名
し
後
世
に
残
し
永
代
奉
納
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

当
山
の
長
い
歴
史
の
中
の
大
き
な
節
目
に
際
し
、

皆
様
の
ご
協
賛
を
賜
り
ま
す
よ
う
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

合
掌

令
和
三
年
八
月
下
旬

海
雲
山

晧
臺
寺

住
職

齋

藤

芳

寛

総
代
・
建
築
委
員
長

川

添

弘

之

＊
瓦
志
納
の
詳
細

・
別
紙
の
「
瓦
志
納
申
込
書
」
に
ご
記
入
を
お
願
い
し
ま
す
。

・
寺
受
処
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
の
申
込
と
な
り
ま
す
。

・
ご
志
納
は
、
寺
受
処
・
郵
便
振
込
み
・
現
金
書
留
で
の
ご
志
納
と
な
り
ま
す
。

（
郵
便
振
替
ご
志
納
の
場
合
は
、
お
寺
よ
り
振
込
用
紙
を
送
付
い
た
し
ま
す
）

・
瓦
一
枚
に
つ
き
志
納
二
千
円
よ
り
お
願
い
し
ま
す
。

・
募
集
期
間
は
、
令
和
三
年
九
月
～
令
和
四
年
八
月
迄
と
し
ま
す
。



瓦
志
納
申
込
書
（
一
口
二
千
円
）

・

寺
Ｆ
Ａ
Ｘ
番
号
０
９
５
（
８
２
３
）
７
２
１
２

＊
一
口
申
込
み
に
つ
き
お
一
人
の
お
名
前
を
記
入
し
ま
す
（
連
名
で
の
記
入
は
で
き
ま
せ
ん
）

令
和
三
年

月

日
申
込
み

フ

リ

ガ

ナ

志
納
者
名

〒

ー

住
所

電
話

（

）

＊
瓦
に
記
入
す
る
お
名
前
を
お
書
き
下
さ
い
。

フ
リ
ガ
ナ

家
内
安
全

身
体
堅
固

①

諸
災
消
除

所
縁
吉
祥

フ
リ
ガ
ナ

家
内
安
全

身
体
堅
固

②

諸
災
消
除

所
縁
吉
祥

フ
リ
ガ
ナ

家
内
安
全

身
体
堅
固

③

諸
災
消
除

所
縁
吉
祥

フ
リ
ガ
ナ

家
内
安
全

身
体
堅
固

④

諸
災
消
除

所
縁
吉
祥

フ
リ
ガ
ナ

家
内
安
全

身
体
堅
固

⑤

諸
災
消
除

所
縁
吉
祥

瓦
（

）
枚

金

円
を
瓦
志
納
し
ま
す
。


